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あるとされ，次期中学校学習指導要領（平成 29年 3月告示，平成 33年度全面実施）では，「授
業は英語で行うことを基本とする」という規定が導入され，教師が英語で授業を行うことを基
本とした指導力がますます求められることになる。さらに，次期小学校学習指導要領（平成 32

































































ている」を合わせた割合は，第 1学年は 64.3％，第 2学年で 63.2％，第 3学年は 61.9％となっ
ており，いずれの学年においても約 6割強の教員が授業の半分以上を英語で行っている。しかし，
英語の発話が授業の半分にも満たない教師の割合に焦点を当ててみると，第 1学年 35.7％，第 2






























































































































































































































に「授業における英語使用についてのアンケート調査」を実施した。なお，実習は 5 〜 7月の 3
週間，多くが学生の出身中学で行っている。
　まず，実習に行った時点での取得している英語力についてであるが，英検 2級取得者 10名，
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